
第15期第３回かながわ人権政策推進懇話会意見への対応 【資料２】

No 項目 御意見の内容 御意見を踏まえた対応の概要

1 指針全体

　ＮＧＯ・ＮＰＯという単語について、初出である３ページに「Ｎ
ＧＯ（非政府組織）」など、括弧書きで注釈を入れた方がよい。
　また、その後のページでは「ＮＰＯ等と連携し～」など、どちら
か一方にのみ触れているが、必ずしもＮＰＯとＮＧＯを分けて考え
る必要はないと思われるので、全て「ＮＧＯ・ＮＰＯ」と列挙する
形に統一するか、明確に分けるか、検討したほうがよい。

　３ページにカッコ書きで注釈を追記しました。
 　「ＮＰＯ・ＮＧＯ」の記載については、指針全体にかかる項目では
「ＮＧＯ・ＮＰＯ」を列挙する形で統一し、「Ⅵ　分野別施策の方
向」においては、各分野における取組状況を踏まえた記載とする方針
としました。

2 指針全体

　ＮＰＯ・ＮＧＯの記載については、（ＮＰＯ等～とされている箇
所について）ＮＧＯが同様の取組みを行っているかというところが
関係すると思われるため、確認の上、適切な記載をしてほしい。

　ご指摘を踏まえて「Ⅵ　分野別施策の方向」の各分野において、取
組状況を踏まえた記載となっているか確認したところ、いずれも適切
に記載がなされていました。

3 指針全体
　ＤＶという単語について、初出である２ページに「ＤＶ（ドメス
ティック・バイオレンス）」など、括弧書きで注釈を入れた方がよ
い。

　２ページ（指針全体の初出箇所）及び15ページ（女性分野の初出箇
所）にカッコ書きで注釈を追記しました。

4 指針全体
　パブリック・コメントで「次回指針の改定時は素案作成前に県民
意識調査を実施してほしい」という意見があったが、全く同感であ
る。

　人権に関する調査は、県民ニーズ調査の一部として実施しておりま
すが、次回改定の際にはいただいたご意見を踏まえて様々な手法を検
討し、県民意識の把握に努めてまいります。

5
指針全体・
指針の性格

　改定年限については指針に盛り込んでいただきたい。また、改定
前に県民意識調査ができればより良いものになると考える。

　「社会情勢の変化に応じ、５年を目安として改定の必要性を検討す
る」旨を明記しました。
　また、人権に関する調査は、県民ニーズ調査の一部として実施して
おりますが、次回改定の際にはいただいたご意見を踏まえて様々な手
法を検討し、県民意識の把握に努めてまいります。

6 指針の性格
　５年ごとに見直しを行うなど改定年限をある程度目安として出し
ていただきたい。

7 指針の性格

　指針に明記するかどうかは別として、５年ごとに改定を検討する
ということは必要なのではないか。定期的に検証することが必要で
あるし、その前提として人権に関する意識調査の項目を増やし、そ
れを検証しながら指針を見直すことが大切である。

8 指針の性格

これからの人権というのは、大変動きが激しくなっていくことが想
定される。改定の年限を定めるとして、５年というのは今の時代で
は少し悠長すぎるのかなと思うので、書きぶりについては十分検討
いただきたい。

　３ページ３（４）に、「改定から５年を目途として、社会情勢の変
化等を勘案し、改定の必要性を検討する」旨を記載しました。
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No 項目 御意見の内容 御意見を踏まえた対応の概要

9 指針の性格

　「具体の実施施策等については、県の総合計画や個別計画、各年
度の予算で表します」とされているが、毎年度実施報告を行うよう
なシステムにできないか。

10 指針の性格
　各年度の実施報告について、懇話会での報告を行うとともに、県
民にもうまく状況を提供できる機会があればよいと考える。

11 相談・支援体制

　分野別に相談窓口を分けたことに対する弊害が各自治体で言われ
始めていることを踏まえ、分野横断的な対応に乗り出すような仕組
みづくりについて明記してほしい。

　ご指摘の内容については、現時点で未だ検討段階にあるため、今回
の改定指針において具体的な記載をすることは困難です。
　現時点では、悩みを抱える方に適切な相談窓口を御案内するため、
県ホームページにおいて「相談窓口一覧」を掲載するなどの取組みを
行っております。

12
相談・支援体制
（子ども）

　虐待防止に向けてどういったことをしていくのかという記載が少
し足りないと感じる。コロナ禍で、より一層子どもたちが困難な状
況に置かれている状況を鑑み、「子ども」分野における「当事者支
援等の推進」として、虐待防止に対応するための、例えばＳＮＳを
活用した子ども向けの相談等を実施してほしい。

　ご意見の趣旨を踏まえ、11ページ「Ⅴ　相談・支援体制」中、県の
相談・支援体制の充実として以下の一文を追記しました。

「また、相談体制の充実にあたっては、ＳＮＳを活用した相談窓口の
設置など、より多くの方が利用しやすいものとなるよう、さまざまな
手法による取組みを推進します。」

13 子ども

　「エ　子どもの人権擁護の推進」（改定案においては「オ」に項
ズレ）について、「児童の権利に関する条約」に基づき、性的な攻
撃や虐待に対してノーといえるような力を持たなければならないと
思うので、子ども自身の意見表明権を保障・尊重してほしい。

　「子ども自身の意見表明権を尊重しつつ、」を追記しました。

14 子ども

　いじめに関しては当事者支援というよりも、県が主体となって環
境整備をしていくべきと考えるため、いじめ対策の推進について
は、「ウ」として環境整備のなかに加えた方が良いのではないか。

　ご指摘の趣旨を踏まえ、「いじめ対策の推進」は、「環境整備」と
して記載することとしました。また、「当事者支援等の推進」とし
て、新たに「いじめに関する相談・支援体制の充実」の項目を追加し
ました。

15 子ども

　指針に盛り込むかどうかは別として、教員に対する支援にぜひ取
り組んでいただきたい。

16 子ども

　コロナ禍でさらに労働過多になっている教員の人権を守る必要が
ある。教員への支援を行わないと、教育現場での人権問題に対応が
できないと考える。

17 女性
　「ケ　女性の就業支援の推進」に、「男女同一労働同一賃金」に
ついて追記してほしい。

　ご指摘をの趣旨を踏まえ、男女同一賃金について規定している「労
働基準法」を「主な関係法令」に追加しました。

　教育現場での労働環境については、教員が心身ともに充実して子ど
もたちと向き合い、誇りとやりがいをもって職務に従事できる環境を
整備することが学校教育の発展につながると考えています。引続き、
学校における働き方改革を進めてまいります。

　指針に基づく主な事業やその実施状況については、毎年度懇話会で
報告を行うとともに、県ホームページで公開しています。今後も改定
後の指針に基づき、実施状況の報告を行ってまいります。
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No 項目 御意見の内容 御意見を踏まえた対応の概要

18 女性

　ＤＶに関して、加害者プログラムの行使や、暴力は加害者に責任
があるということをもう少し明記してほしい。

　加害者更生プログラムの行使については、既に一部の民間団体にお
いて任意の参加者により実施されているところですが、行政機関がＤ
Ｖ加害者に対してプログラムを行使するためには、法律に基づく行為
が必要です。現在、国において検討を進めていると承知していますの
で、引続き国の動向を注視してまいります。
　また、責任の所在についての記載は、指針の性質上なじまないと考
えておりますが、加害者のＤＶ行為は重大な人権侵害であり犯罪行為
であることを【女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた教育委員
会・啓発等の推進】に明記しております。

19 女性

　コラムの注（※２）で、「パートタイムの職に就いている～」と
あるが、フルタイムで働いている非正規雇用労働者の雇止めも多く
生じていることから、「非正規雇用の～」とした方がよいのではな
いか。

　ご指摘の箇所は、世界経済フォーラムが公表した「The Global
Gender Gap Report 2021」における指摘の抜粋であるため、レポート
の日本語訳版で用いられている文言のままとしました。

20 女性

　「当事者支援等の推進」で、女性の雇用における不安定さ、非正
規労働者や賃金格差の問題や、それに対する当事者支援をどのよう
に具体化するか、もう少し明記していただきたい。

　ご指摘の内容のうち、女性の雇用等に関する問題や経済的な問題に
ついては、当該分野のコラム中に記載するとともに、「貧困等にかか
る人権課題」前文において記載しております。
　また、当事者支援については、「８　貧困等にかかる人権課題」に
おいて取組みの方向を記載しております。

21 女性

　セクシャルハラスメントやパワーハラスメント等を訴えたことに
よって二次被害を受ける実態がある。訴えたことによって皆から非
難され、職場で働き続けられなくなるという問題も生じているの
で、そういったことに対する支援についても検討できないか。

　ご指摘の内容については、具体的施策において検討してまいりま
す。

22 障がい者

　「当事者支援等の推進」について、福祉的就労、一般就労にかか
わらず、障がい者の方が抱えている困難に焦点を当てて支援し、そ
れについて明記することはできないか。

　ご指摘の趣旨を踏まえ、「ケ　雇用・就業、経済的自立の支援」の
本文中に、「障がい者の方が抱えている困難にも留意しつつ、」を追
記しました。

23 高齢者

　「高齢者に対する敬意や感謝の心」という記載が儒教的に感じ
る。敬意や感謝は子どもに対しても必要であり、高齢者だけにそれ
を記載するのは如何かと思うので、「いたわりの心」などと表現し
たほうがよいのではないか。

　ご指摘のとおり、敬意や感謝の対象は高齢者に限られるものではあ
りませんが、他の計画等との整合性を鑑み、今回の改定における修正
は行わないこととします。

24 高齢者

　最近高齢者の孤独死が増えてきていることを踏まえ、一人暮らし
の高齢者へのサポート体制について明記できないか。

　「孤独死」の問題については、「13　様々な人権課題」における
「孤独・孤立による人権課題の深刻化」の項目において、社会から孤
立させない取組みを推進する旨を記載しています。
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25
貧困等にかかる
人権課題

　生活保護受給者が住居の提供を受ける際に、貧困ビジネスに行か
ざるを得ない状況が広がっており、それに対する対応について、何
らか考え方を示してほしい。

　ご指摘の内容については、具体的施策において検討してまいりま
す。

26
貧困等にかかる
人権課題

　コロナ禍で貧困に伴う高校中退者数が増加しており、その実態を
県教育委員会において把握するとともに、将来的に再入学・復学が
出来るような措置がとれないか検討してほしい。

　県立学校においては、既に復学・再入学の制度を整備済みであり、
休学者に対して様々な学び方についてのリーフレットを配布するな
ど、制度の周知に努めています。

27
性的マイノリ
ティ

　性的マイノリティの方が暴力を受けた場合の被害者の一時保護等
について、早急に実現していただきたい。

　ご指摘については、具体的施策において検討してまいります。

28 様々な人権課題

　「この他にも～」として挙げられている差別や人権問題につい
て、括弧書きで一般的に使われている用語を追記したほうがよい。

・「特定の職業に従事する方に対する差別」（職業差別）
・「様々な理由から戸籍を取得することができなかった方の問題」
（無戸籍問題）
・「身体的特徴を理由とする差別」（見た目差別）

　「職業差別」及び「無戸籍問題」の文言をカッコ書きで追記しまし
た。
　なお、「見た目差別」については、「外見（に基づく）差別」「容
姿差別」「見た目問題」等、さまざまな表記がなされている現状を踏
まえ、今回の改定においては追記を見合わせることしました。
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